
新型イン′ルエィザが猛威を振るう昨今、接触感染や、睡液 血液を介して感染
する.様々 な疾患を未然に防ぐための情報が求められています。ことタイバーに至っ
ては、レギュレータを含む―連の呼吸回路をレンタルする場合や、アヽディブリーシ
ングの際にも、マウスピースを介した個人間感染の危険性がないとはいえない状
況であり、ショップやタイバーが正しい知識を持つことが重要て■ そこで本稿で
は主に厚生労働省や大学病院が公表している感染防護マニュアル、感染対策に
関する医療関係者用のテキストをもとに、1寺に口膳内を扱う歯科臨床観 0観 点
からタイビング器材の衛生管理について考えてみたいと思いま諄

,

蜘 熙 勝 勧 %の

販売さオtているなど、海外でのタイビ

ング器材に関する危機意識のたかさが

うか力`えまづ.

一方日本においては、公衆衛■に関

する行政 公

"機

関である厚生労働省

や保仕Pr またはlll菌学llll究室などを

有するに踪機関やFll究施設が この円l

Lに ついて1■導や班制をしたことはこ

れまでになさそうです.

マウスピースをはじめとしたダイ

ビング +́利による啓業の中|ヒ性につい

て、1,外ではいくつかの見llや謝●l.

果が|,「|されています.中 でもTハN

はウェブ■|イ ト :【Div ng lledicinc

「All、1のコーナーで そのリスクに

つ|■(こ れまでにタイビン′器11を

介したよ4tの実″1報告はない_としな

からも rL■性はlllいがその理.m的な

リスクはイ1在するJと説月しています.

また アメリカ,"Iの
｀
ビS Navv

l)ivillg Manua「 0ま マウスピース′)

.j■●I方 法について|きれいな■水

と 11消■11で何巨|か洗うJとの.L載

がみ|,オしましたが 実1祭に利用さ″tて

いたコード系の 性,肖,ケ斉りが ダイビ

ング器‖の1+にゴム製1古を劣化させる

ことから、 US N,v■  iムperilll●1lial

D v ng unilNE)し,が改めてタイビ

ング器材の行■管理方法|こついてσ,調

査を行いActlホ erなとで報告して

います.そ の+に,|には1級アンモニウ

ム塩を 1成分とするいくつかの消毒斉1

とその使用方法や効果について記載さ

れていて、 タイビングイトイJの消,ケ業と

してる望であると″́介しています. さ

ら1二、 タイビングの衝■グッズとして

マウスピース全体を覆うことができる

コントームのような■いラテツクスが

医療機関において|よ従来、幕本的

な感 4・防護策に力」えて 検●ャ,1診

にて市原体の感I・がll認された感染i

患者に
'|し
てはさらに腋重なl ll設刑 l・

を実施してきました. しかし HLヽ

IICVの よ染息者数が300万人を超え、

HiVよ 染者の801,以 iがII卜場円であ

ることを,ロデずに|■診しているなどの

報,,もあり 現在で ま院内感I・lJ護の

■要性から全での■者がお原体に感染

しているものと仮定して、【仝ての日祝

できる湿旺の血液 体液、排泄物は感

染源になる口能性があるものとして17

り扱う】という考え方になっています.

これを標
'「
予防策1ユニバーサルブレ

コーション,と
'子
びますが、この概念

から考意した場合、日It内に

'「

入しli

液や場合によっては血液に接触したこ

とがIH白なマウスピースは、ぁらゆる

病気の感染Iと なることを育す提として

１

　

・
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京都府生まれ.沖縄県名護市 とよはら歯科医
院 院長 D DNetデンティストで自身もダイバ
ー スキューバタイビンタと歯科疾患 特にマ

ウスピースが日腔周囲組織に及ぼす影響につ
いて現在も

`「
究を継続している.

rpl′′scooa moul,plece co(n

取 りllう必要が″)るといえます.

ユニバーサルプレコーションによっ

て よ■・源となる可能性がある
‐
と言F価

された器具は ll原体による●I・を除

ユ:する必要か■しますが このll":体

による|1染の除去方法はnt浄】【消il

【減r】の3つに分けられます.ちなみ

に、さでしばしば|‖いられているI役

菌H除南l〔わt山】などの月l言::は 対象

となる微生物についての定義や その

効果の範円についてのた義がなく 感

r・防護策としては[義 の高い用語で|ま

ないと考えられています

【洗浄】というのま流水と洗オ」などを用

いてHイリできる,I染を洸い落とすこと

です.洸 rを 十分行うことにより は

とんとの一般III南を,ムする効果があ

るといわれていて、また洗浄が不 1分

たと 後に行う消iや減山処理の効果

力=1分に期イ十できなくなります.

I消毒】とは対象とする病原性微■物を

1よ栞症をせ起しえない水準にまで殺減

または,k少させることです.消
"法
は

【物理1,消t法】と【化学ll消毒ユlとに

分類され、消
"の"―
選択肢としては

熱水消tや煮ll,肖

"な

ど4、による【物

"||‖
寺法】を選l「し、熱に弱い器R

を消毒する場合に消■業を用いた【化

学的,肖

"法
】を選択するのがネ本とさ

れています.また【化学1,11■法】にホ1
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lllする消
"業

はその効果から【高水準】

〔中水準Hlll水準1の3つに分類されて

t まヽ■(ま1).

麟歯】とはそこにいる微+物を完全に

除去 あるいは殷減することです.

市原性微上|力に汚 ●・された 1́共の汚

栞を■よするとき リスクの皮合いか

ら器■を【高リスク】【中リスクH低 リ

スク】に分類し それぞれのレベルに

|きじて汚業の1宗去方法を決■lしていま

す(■2).こ れをE II Spauld ngの分

類に||した感栞防護といいます.

このEII Spau u ngの分類に即して

療ヽ器共とダイビング器相を分類した

ものがよ2です.タ イビング器llに円

してよほとんどが【低リスク1に該当す

るので、今までどおりの洗浄と乾煤で

1分対ttが可|ヒですが 日1空勾に挿人

するレキュレータ マウスピース、シ

ュノーケル マウスピースについては

IIt粘膜と接触するため【Ⅲリスク1に

該当することになり、ダイビングイitr

のながで1嘔一、外本的なよ柴防護策と

して【

"i毒

】が必要となります.

洸コした後十分に乾燥し 埃などが刊

着しないような容器に保存しましょう.

,00瀞
nt述したょうに、E I Spallldillgの

分類に即して考えた場合、 11空枯膜に

接するマウスピースは中リスク器具に

該当します.中 リスク器■に対する II

tま 【熱水消●1によるTl理1鼎毒また

は【高水準消毒斉1】1亡よるイヒ学|1消

"が基本となります.また粘膜に触れる日

i空用 直賜用の体温i卜など―.Fs器具に

ついては【Ⅲ水準消毒制1による消毒も

認められていますので、マウスピース

の消■についてま【熱水消,】L苗水■

"I毒
剤H中水準

"Iを
剤】によるいずれ

かの消=が該当するとみえられるわけ

です。しかし、【高水準消

"剤

】のグル

タラールやフタラール ま劇業に指定さ

れており、ダイビングショップが一般

の葉局などで購入することは..易では

ありません.ま た、人体へ書を及はす

円能性があり、取り扱いに 1分な知識

と注意が必要である L 消力後に減抱

精製水ですすぐことが望ましいとされ

ていて、高水準消毒制による消毒の実

llLは ,そのダイビングショップでは難

しそうです.

以上のことから本稿ではマウスピー

スの消=方法として【熱水消t】および

【中水準消

"剤

】である次Jl塩キ餃系と

アルコール系の消i莱 による消

"方

法

を紹介します.

方 感染防護処理を施 したダイ

ビング器材を安全に利用するためには

消す処理が器材のll料物H:に与える影

響を

`l_hす

る必要があります。中リス

ク器具に該当する「レギュレータ マ

ゥスピースJや「シュノーケル マウス

ピースJの材料としてはシリコーンゴ

ムが一破1,で、シユノーケルのパイブ

部分についてはボリカーボネイトやボ

リウレタンなどの

'判

が一般的です.

本来であれば器

'メ

ーカーが実際に使

用しているll料について、耐熱14や耐

業性などの詳細な171性を明らかにし、

その にで消毒による劣化などのリスク

を評価すべきところですが、現状では

メーカーはこれらのデータを月いかに

していません。そこで本稿ではシリコ

ーンゴム、ポリカーボネイト、ポリウ

レタンの 般的な物性をもとに、前述

した熱水消毒および次114F素酸T~、ア

ルコール系の消毒業による影響につい

て考察したいと思います。

1)熱水消毒

一般に10て 以上60t未 満を温水、

60て以 1100C未 満を熱水といい、ほ

とんどの病属帖 微生物は65t以 上の熱

水や蒸気にさらされると死減するとい

われています.― 置に|■理温F..が高い

|まど処理時F・|は,く です 7・ますが、 日

本で ま80tの 熱水によって10分間lt

理する事を熱水消iと しており この

消■によってオ胞をのぞくほとんどの

栄養14細南、結核菌、真ド ウイルス

を感栞口能な水準以 下に死減または不

活性化できるとさ″しています。近年

洗浄と消毒効果を兼ね備えたウオツシ

ャーディスインフェクターが開

`0さ

れ

溌浄

rに ,や サカムクなどがあると そ

こから病気に感栞するリスタがでてき

ますから 洗i'するときには作業者は

必ずゴユ、千袋をはめるようにしてくだ

さい。中17L洸剤などをlrって流水 ドで

表1 消毒レベルによる消毒葉の分類

多数の芽胞を除く

全てl●微生物を

死減させる

グルタールアルテヒド

オフトフタルアルテヒド

過酢酸製斉1

次亜塩華酸ナ トリウム

消専用Iタ ノール

ボピドンヨード

mヽ 咄
該当なし

巫 ≦ マウスビース

結核菌 栄養型細菌
ほとんどのウィルスや

真菌を殺減する

彙水

'肖

毒または

高水準1肖毒栞による

消毒
(1部の器具 =中水準

i消毒葉 でも可,

珀 割
7

渕 判
接11するが結膜とは

1 血圧計など
姜触 しないもの

ほとんどの栄養型細菌

ある種のウィ
'レ
スや

真菌を殺減する

フーツ マスク

スーツなど

ほとんどの器材

ウ

ル

一
一
口

モ

ク

ン

酸

ア
　
ン

榊

”

‐

「

‐

ン
‐

ヽ
ンン

一　
ム
ヽ

両性界面活性剤

――――  |

表2 Spad“ ngによる器具分類



ていて、これを,I用すれば洗,■、消t

乾燥が手軽に行えるため より

“

失か

つ問

'に

熱水消

"が

実施できます き

らに火傷をのそいて人体へ及ぼす●も

なく引=語に安全性の高い消毒方法であ

り、コストもlltく抑えられるため、マ

ウスピースの消
'ケ
方法としては第 選

択肢とするのが妥当でしょう.

■にマウスピースの羽料として下1

用さオlるシリコーンゴムは耐lllヽlの高

い

'十

で、200て,までは分子構造に影

響を■ ■さす、熱水によって劣化する

■,能性は低いと考えられます また、

ポリカーホネイトについては'1気中に

おいて 1()oヽ130Cま での1高広い耐

熱性を発■iしますが、や、例oででは長時

円」のイ1用により]水 分解をおこじ ク

ラックをJ:じることがあるといわれて

t まヽす.一 方 ボリウレタンについて

|よ耐| 1ヽ4,低 くステームや熱によって

加水分17をおこすことがあるようです.

しかしll水ヽ消=の 場合 処,喧|十円が10

分と短いため ポリカーボネイト、ボ

リウレタンともに急激な劣化などの・/

1■変化は生しにくいととえられます.

以 :のことから、熱水消tに よってマ

ウスピースゃシュノーケルが劣化する

。11ヒ円:はllIいけれども シュノーケル

のパイフ¬
`分
については劣イしのリスク

があるという認識が必要です.

●次重塩素酸系

次血塩素腋系の消,t業としては 「

販さitている【ミルトン】や【ミルクボ

ンlなど 次Ⅲ塩素餃ナトリウムが最

もよく知られています.マ ウスピース

と同様にシリコーンゴムからできてい

る哺乳瓶の几首などを消

"す

る爽品と

して不」用さ,tてぃま|す0そ手に入りヽ

すく、1ビ較|1安全性の高0 消`=方法そ

す。また、熟水消毒では無効とされる
‐

'砲

・に対しても、あるli度の効果が

期待でき、さらにエイズウィルスやB

型:「炎ウイル不などウィルス■.lする

効力の面で最も信頼性の高い消毒■と

いわれています.た だ o清 に付着す

ると手あれが起こったり 眩性物質と

′
'iL合
で琳I業,ス がイざ■するなどの危

険1■1,あり、取り1■いには IJ・な注獣

が必要となります.

市販の次引1塩素崚ナトリウノ、はアル

カリltの薬品ですが、アルカリ性の楽

品がシリコーンゴムヘ与える形響につ

いて、資料によってはシリコーンゴム

の外観変化、れの,|●・ 物性の変化に

おいて次工‖「素眩ナトリウノ、は
｀
全く、

またはほとんど影響がない・と.T価し

ていまJ  ` しかし、シリコーンゴム・
ll

の哺■収の手L前が次■1琉素崚ナトリウ

′、による‖=に よって白‐lすることは

1ヒ餃1,よく,|られており、また劣化が

認V・られたという報告もあることから

劣化 少性のリスクが全くないとまい

いきれません.一 方 ポリカーボネイ

トやポリウレタンについて|ま アルカ

リ性の業1古に,,する抵抗性があるとい

われていて 次Ⅲ■1素醒ナ トリウムヘ

の浸演によって急激な劣化が■じるわ

けではないのですか 双方アルカリに

よって力「水分 l■さオtる物性をもつため、

1特 処理の操り返しによって劣化する

可能性があります.以 1のことから次

I琉1素酸ナトリウム1亡よるデi,を実施

するダイビングショッフでは マウス

ビースが劣化する¨市と円」ま低いがその

リスクはイF在し またシ=・ノーケルに

ついてはできるだけバイブロ,分が業液

に抜mし ないように

'I意

をムう必要が

あるといえるでしょう.

●″ レコール系

アルコール系の消力業としては ‐`

タノール
｀
 インプロパノール などが

あり これらをハし合したものや これ

らアルコール系の消方11をよオ1とした

様々なI‐1古が販売さオしています.■ 本

的には
'一
ゼや脱脂lIIにlr毒用アルコ

ールをしみこませて器材・・J去輌|を) くヽ

罰ヽ 法ヽ
‐
にて消iす ることになります

が IⅢ

`δ

性が高いため全ての面に■■

l・を十分にいきわたらせる作業に結情

手間がかかります。さらに,大 性があ

ることかい 1分な換気を行う必要があ

り 湿疹ゃ皮けへのlI蔽■1人が現れる

こと1,ありますので取り扱いには注意

が必要です.し かし、ォ胞を除くほと

んどのl●l生物に有効で、 ■になしみ

のよい 比崚的取りl■みゃすい消毒方

法といえるでしょう.

役にシリコーンゴ′、はアルコール

に対して抵抗性があり、llなによって

1ま
‐
ITtl影 響はあるが条件により|

分便える
‐
と評佃されています.ま た、

ボつカーボネイトやポリウレタンにつ

いて1, イヤ干の影響はあるか条件によ

り 1分使える
‐
と評価されていて、■

時出アルコールに■●するような場合

には、 劣化なと。)リスケ|ま高くなりま

すが iヽ拭によるアルコール:当蔵の場

合には、物γ「への影響はlll t,と考えら

ltます.以 「のことからダイビングシ

ョップでは 11毒 Πァルコールによる

消毒によってマウスピースやシュノー

ケルが劣化する可|ヒ性 まllIいが、その

リスクは存在するとの認|■力ヽZ要 です.

000襲 爆存
マウスピースを消tし 、 1分 屹燥さ

せた後、ハエなどの■虫による,,染や

埃の吸■から防護するため、密■でき

る袋や容器に保存.そ の容′卜には消

"済みのラベルを町るなと人消tの もの

と区リリすることが望ましいでしょう.

消=に は■昇があり、全ての市原l■

微■物に対して有効で器共が劣化する

心配が全くない消毒人ゃ消力方法はな

いと考えられています.で すから消毒

による感染 ll設処理に|ま 
―
必ずIJ′,か

のリスクカイ′LLしています.

また、lt択する消■方法によっては

ダイビングショップのスタッフに少な

から五労力を要したり 「あれなどの

健康被害が発生する可能性もあり、ま

たIH始 継続に当たっては幾分かのコ

ストも必要となります.

方グストにとっても 1に合わない

マウスピースをレンタルで使用するこ

とに負押に感じている場合や、精ォl if

■ 「レンタルマウスピースを国に入れ

ることに|+,市を,よじる場合も多いよう

です,

■

■
8
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これらのことから、今後レンタルに

よるマウスピースの個人間イに用をでき

るだけ辻け 自分●‖のマウスピース

マイ マウビー
‐
をゲスト

“

i晴人 ま

たは持参するスタイルに移

`|し

ていく
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